
平
成
二
十
三
年
六
月
八
日

青
森
県
教
育
委
員
会
第
七
百
四
十
九
回
定
例
会



期

日

平
成
二
十
三
年
六
月
八
日
（
水
）

場

所

教
育
庁
教
育
委
員
会
室

会

議

次

第

一

開

会

二

議

案
議
案
第
一
号

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…

１

議
案
第
二
号

議
案
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

（
非
公
開
の
会
議
）

議
案
第
三
号

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３

議
案
第
四
号

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５

議
案
第
五
号

県
立
高
等
学
校
の
学
科
の
廃
止
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

議
案
第
六
号

学
校
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

…
…
…
…
…
…
…
…
…

７

議
案
第
七
号

学
校
職
員
の
休
暇
及
び
休
職
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

…
…
…
…
…
…

９

議
案
第
八
号

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
及
び
青
森
県
立
郷
土
館
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
案

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

12

三

そ
の
他

職
員
の
懲
戒
処
分
の
状
況
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

15

四

閉

会
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議
案
第
一
号

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
次
の
よ
う
に
締
結
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
書

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
は
、
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
協
定
は
、
青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
が
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
、
本
県
の
学
校
教
育
、
生
涯
学

習
及
び
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、
学
校
及
び
地
域
に
お
け
る
教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
連
携
事
項
）

第
二
条

青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
お
い
て
連
携
し
協
力
す

る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
科
学
技
術
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
教
育
の
充
実
及
び
調
査
研

（一）

究
に
関
す
る
こ
と
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

（二）

そ
の
他
双
方
が
必
要
と
認
め
る
こ
と
。

（三）

二

連
携
・
協
力
事
項
の
具
体
化
を
図
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
特
定
の
事
項
に
関
す
る
検
討
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。

（
秘
密
保
持
）

第
三
条

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
秘
密
を
保
持
す
る
。
た
だ
し
、
事
前
に
相
手
方
の

承
諾
を
得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
協
定
の
有
効
期
間
）

第
四
条

こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、
協
定
締
結
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
期
間
満

了
の
一
月
前
ま
で
に
青
森
県
教
育
委
員
会
又
は
八
戸
工
業
大
学
の
い
ず
れ
か
ら
も
更
新
し
な
い
旨
の
申
出
が
な
い
場
合
は
、

さ
ら
に
一
年
間
更
新
し
、
そ
の
後
も
同
様
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
五
条

こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
こ
の
協
定
に
定
め
る
事
項
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
が
協
議
の
上
、
定
め
る
。

こ
の
協
定
の
締
結
を
証
す
る
た
め
、
本
協
定
書
二
通
を
作
成
し
、
青
森
県
教
育
委
員
会
と
八
戸
工
業
大
学
が
署
名
押
印

の
上
、
各
自
そ
の
一
通
を
保
有
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

八
戸
工
業
大
学
学
長
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議
案
第
三
号

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

青
森
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
入
学
者
の
選
抜
は
、
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

入
学
者
の
選
抜
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
で
、
各
高
等
学
校
及
び
学
科
の
特
色

に
応
じ
、
能
力
・
適
性
、
意
欲
、
努
力
の
成
果
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
し
、
適
正
に
選
抜
さ
れ
る
よ
う
実
施
す
る
も
の

と
す
る
。

一

入
学
志
願
者
の
通
学
区
域
は
、
県
下
一
円
と
す
る
。

二

全
日
制
の
課
程
及
び
定
時
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

選
抜
は
、
前
期
選
抜
及
び
後
期
選
抜
に
分
け
て
行
い
、
一
人
、
前
期
選
抜
一
校
一
学
科
、
後
期
選
抜
一
校
一
学
科
に
出

(一)
願
で
き
る
。

前
期
選
抜
は
、
一
般
選
抜
枠
と
特
色
化
選
抜
枠
を
設
け
、
中
学
校
の
校
長
か
ら
提
出
さ
れ
る
調
査
書
（
以
下
「
調
査
書
」

(二)
と
い
う
。
）
、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
前
期
選
抜
の
学
力
検
査
の
成
績
及
び
各
高
等
学
校
が
定
め
る
選
抜
資
料

等
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

後
期
選
抜
は
、
調
査
書
、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
後
期
選
抜
の
学
力
検
査
の
成
績
及
び
各
高
等
学
校
が
定
め

(三)
る
選
抜
資
料
等
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

前
期
選
抜
、
後
期
選
抜
と
も
、
当
該
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
科
間
で
第
二
志
望
を
認
め
る
。

(四)
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前
期
選
抜
の
合
格
者
は
、
後
期
選
抜
に
出
願
で
き
な
い
。

(五)

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
高
等
学
校
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
携
型
入
学
者
選

(六)
抜
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
調
査
書
及
び
学
力
検
査
の
成
績
以
外
の
資
料
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

三

通
信
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
調
査
書
又
は
入
学
出
願
資
格
に
関
す
る
証
明
書
等
に
基
づ
い
て
行
い
、
学
力
検
査

は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。

四

青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
学
力
検
査
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

前
期
選
抜
の
実
施
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
五
教
科
と
し
、
後
期
選
抜
の
実
施
教

(一)
科
は
、
国
語
、
数
学
、
外
国
語
（
英
語
）
の
三
教
科
と
す
る
。

各
教
科
の
学
力
検
査
問
題
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
と
す
る
。

(二)
五

選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
各
高
等
学
校
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
設
け
、
公
正
に
行
う
も
の
と
す
る
。
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議
案
第
四
号

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

一

入
学
志
願
者
の
通
学
区
域
は
、
県
下
一
円
と
す
る
。

二

入
学
者
の
選
抜
は
、
小
学
校
で
の
学
習
や
日
常
生
活
を
通
し
て
身
に
付
け
た
力
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
な
ど
を
、
筆
記
に

よ
る
適
性
検
査
、
面
接
、
調
査
書
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
評
価
し
、
行
う
も
の
と
す
る
。

三

選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
県
立
中
学
校
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
設
け
、
公
正
に
行
う
も
の
と
す
る
。
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議
案
第
五
号

県
立
高
等
学
校
の
学
科
の
廃
止
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
県
立
高
等
学
校
の
学
科
を
廃
止
す
る
。

記

一

学
校
名
、
課
程
及
び
廃
止
す
る
学
科

二

廃
止
の
時
期

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

（
た
だ
し
、
廃
止
の
日
に
当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
学
科
に
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と

す
る
。
）

青
森
県
立

青
森
県
立

学

三

戸

百

石

校

高
等
学
校

高
等
学
校 名

全

日

制

の

課

程

全

日

制

の

課

程

課

程

商
　
　
　
業
　
　
　
科

商
　
　
　
業
　
　
　
科

学

科
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議
案
第
六
号

学
校
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

学
校
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

学
校
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
三
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
一
月
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
三
月
青
森
県
条
例
第
五
号
。
以

下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
週
間
、
条
例
第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
事
情
に

該
当
し
て
当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
日
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
三
月
青
森
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
「
条
例
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中

「

□
育

児
休

業
の

承
認

□
育

児
休

業
の

期
間

の
延

長

を
」

「

□
育

児
休

業
の

承
認

□
育

児
休

業
の

期
間

の
延

長

（非
常

勤
職

員
又

は
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
の

１
歳

６
か

月
ま

で
の

子

に
、

の
育

児
休

業
が

必
要

な
事

情
を

記
入

）

」
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「

５
備

考

を
」

「

氏
名

５
配

偶
者

育
児

休
業

の
期

間
年

月
日

か
ら

年
月

日
ま

で

に
改
め
、
同
様
式
の

６
備

考

」

注
の
１
中
「請

求

（
」
の
次
に
「非

常
勤

職
員

又
は

再
任

用
短

時
間

勤
務

職
員

（以
下

「非
常

勤
職

員
等

」と
い

う

。

）の

任
期

の
更

新
又

は
任

期
満

了
後

に
引

き
続

く
採

用
に

伴
う

再
度

の
育

児
休

業
及

び

」
を
加
え
、
同
注
の
５
を
同
注
の
７
と
し
、

同
注
の
４
を
同
注
の
６
と
し
、
同
注
の
３
中
「５

備
考

」
を
「６

備
考

」
に
改
め
、
同
３
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
２

の
次
に
３
及
び
４
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
非

常
勤

職
員

等
が

任
期

の
更

新
又

は
任

期
満

了
後

に
引

き
続

く
採

用
に

伴
う

再
度

の
育

児
休

業
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

は

請
求

期
間

欄
及

び
既

に
育

児
休

業
を

し
た

期
間

欄
に

記
入

す
れ

ば
足

り
る

、
。

４
配

偶
者

欄
に

は
非

常
勤

職
員

等
が

１
歳

２
か

月
ま

で
の

子
の

育
児

休
業

又
は

１
歳

６
か

月
ま

で
の

子
の

育
児

休
業

を
し

、

よ
う

と
す

る
場

合
に

記
入

す
る

こ
と

。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◇

提
案
理
由

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
に
係
る
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
手
続
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
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議
案
第
七
号

学
校
職
員
の
休
暇
及
び
休
職
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

学
校
職
員
の
休
暇
及
び
休
職
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

学
校
職
員
の
休
暇
及
び
休
職
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
休
暇
及
び
休
職
に
関
す
る
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
八
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
（
四
ツ
切
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
直
接
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
」
を
「
を
添
え
、
」
に
改
め
、
「
精
神
性
疾
患
精
密
検
査
証
明
書
（
様
式
第
二
号
の
二
。
以
下
同
じ
。
）
を
」

の
下
に
「
添
え
、
」
を
、
「
精
密
検
査
証
明
書
（
様
式
第
三
号
。
以
下
同
じ
。
）
を
」
の
下
に
「
添
え
、
」
を
加
え
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
経
過
報
告
）

第
四
条

結
核
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇
及
び
引
き
続
き
三
十
日
以
上
の
病
気
休
暇
を
受
け
て
い
る
県
立
学
校
職
員
は
、

承

認
権
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
結
核
性
疾
患
の
と
き
は
結
核
性
疾
患
経
過
報
告
書
（
様
式
第
四
号
。
以
下
同
じ
。
）
を
、

結
核
性
疾
患
以
外
の
心
身
の
故
障
の
と
き
は
経
過
報
告
書
（
様
式
第
五
号
。
以
下
同
じ
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

休
職
の
発
令
を
受
け
た
県
立
学
校
職
員
は
、
当
該
休
職
の
期
間
中
九
十
日
ご
と
に
、
結
核
性
疾
患
の
と
き
は
結
核
性
疾
患

経
過
報
告
書
を
、
結
核
性
疾
患
以
外
の
心
身
の
故
障
の
と
き
は
経
過
報
告
書
を
教
育
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
出
勤
及
び
復
職
）

第
五
条

結
核
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇
及
び
引
き
続
き
三
十
日
以
上
の
病
気
休
暇
を
受
け
た
県
立
学
校
職
員
は
、
期
間
の
満

了
又
は
事
由
の
消
滅
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
病
状
報
告
書
（
様
式
第
六
号
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
病
気
休
暇
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
証
明
書
を
添
え
、
出
勤
す
る
こ
と
と
な
る
日
か
ら
七
日
前
ま
で

に
承
認
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

結
核
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇

結
核
性
疾
患
精
密
検
査
証
明
書

二

精
神
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇

精
神
性
疾
患
精
密
検
査
証
明
書

三

前
二
号
以
外
の
病
気
休
暇

精
密
検
査
証
明
書

２

休
職
の
発
令
を
受
け
た
県
立
学
校
職
員
は
、
期
間
の
満
了
又
は
事
由
の
消
滅
に
よ
り
復
職
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
病
状

報
告
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
職
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
証
明
書
を
添
え
、
復
職
す
る
こ
と
と
な
る
日

か
ら
三
十
日
前
ま
で
に
教
育
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

結
核
性
疾
患
に
よ
る
休
職

結
核
性
疾
患
精
密
検
査
証
明
書

二

精
神
性
疾
患
に
よ
る
休
職

精
神
性
疾
患
精
密
検
査
証
明
書

三

前
二
号
以
外
の
休
職

精
密
検
査
証
明
書

第
六
条
を
削
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
様
式
第
八
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
中
「
を
超
え
る
」
を
「
以
上
の
」
に
、
「
様
式
第
九
号
」
を
「
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
条
を
削
り
、
第
十
一
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
一
条
」
を
「
及
び
第
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、

第
十
四
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

「病
気

休
暇

様
式
第
四
号
中
「療
養

（休
養

）
」
を

に
改
め
る
。

休
職

」

「

「病
気

休
暇

様
式
第
五
号
中
「休

職

（病
気

休
暇

）
」
を

に
、

を

休
職

」

」

「

病
名

に
改
め
る
。

所
見

」

「

休
暇

様
式
第
六
号
中

を
も

つ
て

の
期

間
が

満
了

す
る

の
で

を

、
休

職

」
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「
休

暇
を

も
つ

て
の

期
間

が
満

了
す

る
の

で
、

休
職

に
改
め
る
。

か
ら

出
勤

可
能

と
な

る
と

の
診

断
を

受
け

た
の

で

」

、
様
式
第
七
号
を
削
り
、
様
式
第
八
号
を
様
式
第
七
号
と
し
、
様
式
第
九
号
を
様
式
第
八
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◇

提
案
理
由

結
核
性
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇
の
期
間
の
改
正
に
伴
い
、
経
過
報
告
の
取
扱
い
や
書
類
提
出
の
期
限
等
を
改
め
る
た
め
提
案

す
る
も
の
で
あ
る
。
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議
案
第
八
号

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
及
び
青
森
県
立
郷
土
館
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
及
び
青
森
県
立
郷
土
館
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
及
び
青
森
県
立
郷
土
館
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
元
年
六
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
こ
の
規
則
は
」
の
下
に
「
、
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
元
年
三
月
青
森
県
条
例
第
五
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
及
び
青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
三

月
青
森
県
条
例
第
六
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
元
年
三
月
青
森
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
」
を
「
条
例
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
）

第
十
四
条

青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
指
定

管
理
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
指
定
管
理
者
が
行

う
業
務
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
、
第
四
号
（
県
民
の
学
習
活
動
に
関
す
る
相
談
に
限
る
。
）
、
第
八
号
そ
の

他
の
県
民
の
学
習
活
動
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

二

条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
施
設
（
食
堂
施
設
を
除
く
。
）
の
使
用
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

三

条
例
第
七
条
並
び
に
こ
の
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
制
限
等
に
関
す
る
こ
と
。
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四

第
十
三
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
。

五

セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
設
備
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

六

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
業
務

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
た
場
合
の
開
所
時
間
等
）

第
十
五
条

青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
セ
ン
タ

ー
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
間
及
び
休
所
日
は
、
第
六
条
本
文
に
規
定
す
る
開
所
時

間
及
び
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
所
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
所
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
開
所
時
間
を
変
更
し
、
及
び
同
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
た
休
所
日
に
開
所
し
、
又
は
当
該
休
所
日
以
外
の
日
に
休
所
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
青
森
県
立
郷
土
館
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

青
森
県
立
郷
土
館
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
こ
の
規
則
は
」
の
下
に
「
、
青
森
県
立
郷
土
館
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
青
森
県
条
例
第
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
及
び
青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
三
月
青
森
県

条
例
第
六
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
中
「
青
森
県
立
郷
土
館
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
青
森
県
条
例
第
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を

「
条
例
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
）

第
十
六
条

青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
指
定

管
理
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
郷
土
館
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
指
定
管
理
者
が
行
う

業
務
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

郷
土
館
の
施
設
、
設
備
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
。
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三

そ
の
他
郷
土
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
業
務

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
た
場
合
の
開
館
時
間
等
）

第
十
七
条

青
森
県
指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
郷
土
館

の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
郷
土
館
の
開
館
時
間
及
び
休
館
日
は
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
館
時
間

及
び
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
館
日
を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
館
長
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。
こ
れ
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
管
理
者
は
、
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
開
館
時
間
を
変
更
し
、
及
び
同
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
た
休
館
日
以
外
の
日
に
休
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◇

提
案
理
由

指
定
管
理
者
に
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
青
森
県
立
郷
土
館
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
業
務
の

範
囲
及
び
管
理
の
基
準
を
定
め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
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〔その他〕 

職員の懲戒処分の状況 

平成２３年６月（５月１日～５月３１日分） 

 

        青森県教育委員会 

 

事案１ ①被処分者   西北地域の高等学校 教諭（４８歳 男性） 

    ②事件の概要等 人身事故（治療期間が１５日未満） 
・ 平成２３年３月７日（月）午後７時４０分頃 

・ 西津軽郡深浦町内の国道 
・ 自動車で走行中、道路左側の車道外側線を歩いていた歩行

者に接触し、負傷させたもの。 
・ 事故の相手方（男性１名 １週間の加療） 

    ③処分内容   戒告 

    ④処分年月日   平成２３年５月２３日 

    ⑤その他      平成２０年６月２０日に人身事故を起こしていることから、 

量定を加重。 
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